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的状態変数の量子論的ふるまい - いわゆる,MacroscopicQuantum Tunneling(MQT)




C票 +妄言 +壁 -o∂¢ (1)
で記述できる｡ここで,¢はリングを貫く内部磁束,CとRは臨界電流 zcの理想的なジョセフ
ソン接合と並列に加わっていると仮定した静電容量と抵抗である｡



































































九大･教養 中 山 正 敏
固体に入射した光は,反射波と透過波に分れる｡反射波と透過波は可干渉である｡すなわち,
量子論的に言えば,光子はこれらの波の組合せの状態の量子である｡したがって, 1個の光子
を考えると,透過光として観測されれば反射光として観測されることはない｡半透明鏡で分け
た透過光と反射光の強度相関の実験は50年代から行われている｡決定版的なものはClauser
による実験2)で,量子論的相関の存在を実証した｡
最近,桑田真 ･長沢信方両氏によってCuClという半導体についてなされた実験結果3)も,
この量子論的相関の存在を示 していると思われる｡半導体の励起子 (伝導帯の電子と価電子帯
の正孔とが束縛された準粒子 )共鳴域では,透過波は励起子分極波と電磁波の混成波となる｡
これをポラリトンという｡その分散はC2k2- 6(k,a')a'2で与えられる｡誘電率Eが波数 kに
依存すれば,分散は複数の分枝よりなるo標準的な励起子模型に対しては,上枝(UBP)と下枝
(LBP)の2種のポラリトンがある｡したがって,ある振動数域では,与えられた振動数 92と偏
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